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6月定例会予定

6月 3日（月）開会・提案説明
6月 5日（水）一般質問
6月 6日（木）一般質問
6月10日（月）議案質疑・委員会付託
6月12日（水）総務建設常任委員会
6月14日（金）文教福祉常任委員会
6月21日（金）討論・採決・閉会
※日程は、変更になる場合があります。
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五条川の穏やかな春のひととき。 

遊覧船が、ゆっくりと進みます。 

皆の顔も自然とほころび、桜とともに話に花が咲きます。 

花見橋の朱色と桜と遊覧船のコラボレーション、大口町の桜

の観光名所として多くの方々に愛されることを願います。

【今月の表紙】

まちかどインタビューまちかどインタビュー
　まちかどインタビューでは、毎号、住民の方から「大口町に期待すること」について、その思い（ま
たは理由）を伺います。その内容については、住民の声として今後の議会活動の参考にいたします。

　バレーボールをやっているが、備品の支柱が
重すぎるので軽い支柱に変えてほしい。ネット
もボロボロなので新しくしてほしい。

（大口南小2、3、6年生のみなさん）

大口町の図書館を楽しめる図書館にしてほしい。

（大口北小3年生のみなさん）

～大口町に期待することは？～
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議員はお金やお酒等の議員はお金やお酒等の
寄付行為は禁止されています。寄付行為は禁止されています。
有権者が求めてもいけません。有権者が求めてもいけません。
ご理解をお願いいたします。ご理解をお願いいたします。
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寄付行為は禁止されています。
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ご理解をお願いいたします。

寄付行為の禁止
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町税の税収は全体で4.3%増
加の61億4千万円を見込ん
でいるのになぜ一般会計歳
出が前年比を下回るの？

今ある財源を安易に使う
のではなく、今一度立ち
止まって見直しをかける
ことにしたからです

観観
光光
振振
興興
事事
業業
にに
期期
待待

観
光
振
興
事
業
に
期
待

観光振興事業：1768万円
より多くの観光客や町民が集う、他に負けない桜の観光名所として、五条川桜並木を一層PRするため、
ムービングライトの照明演出の充実と、近隣農地を菜の花畑とし、桜と菜の花のコラボレーションを演出

大口町の魅力を知っていただいて、大口町のファンを増やすことができるか
大口町を好きになってもらって、定住を考えてくれる人が増えるか

■主な内容 五条川遊覧船事業（121万円）
 桜まつり景観形成拠点ライトアップ（195万円）
 薪能上演（500万円）　桜まつりにあわせて幻想的な世界を演出予定

議会はここに注目 !

公公
共共
施施
設設
のの
ここ
れれ
かか
らら
はは

公
共
施
設
の
こ
れ
か
ら
は

学校給食センター施設管理事業：5854万円
■主な内容 学校給食センター整備基本計画策定（700万円）
 老朽化が深刻になっている給食センター　
 食の安全を守りつつ災害時への対応ができる施設を計画

温水プール管理事業：7849万円
■主な内容 指定管理料（6008万円）　温水プール施設調査（1676万円）
 竣工から40年以上経過　建物等が継続して利用できるかを調査

地域活動推進事業：8235万円

これから増える公共施設の老朽化問題　町とともに議論を進めていく

■特別会計には、土地取得、国際交流、国民健康保険、後期高齢者医療、
　介護保険、次世代育成事業の6特別会計があります

■主な内容 河北学供外壁改修等工事（2196万円）　屋根や外壁の防水塗装工事等

議会はここに注目 !
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予予
防防
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感染症等予防事業：1億1714万円
乳幼児や学童、高齢者に対し、安定的に予防接種の機会を提供し、安全で有効な予防接種を実施
帯状疱疹ワクチン接種助成を継続
新型コロナウイルスワクチンは、高齢者インフルエンザワクチン同様に65歳以上の方等を対象予定

接種率の見通しが難しい事業ではあるが、適切に予算執行されているか注意深く見ていく

■主な内容 インフルエンザ予防接種（1457万円） 帯状疱疹ワクチン接種（561万円）
 新型コロナワクチン接種（1695万円） 高齢者肺炎球菌ワクチン接種（104万円）

議会はここに注目 !

令和6年度 当初予算総額 （千円以下四捨五入　割合は前年比）

検予

証 算
町の未来が見えてくる
増え続ける民生費（医療・介護・子育て予算）に対応

予算を見れば
公債費（町の借金）を極力抑え、将来にツケを残さない一方で

令和6年度一般会計予算
108億円（前年比▲3.3%）
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民生費
151,000円

11人人ああたたりり

444466,,000000円円
のの予予算算ににななりりまますす

令令和和66年年度度
一一般般会会計計予予算算

令令和和66年年22月月11日日現現在在
人人口口2244,,220077人人でで算算出出

町町民民11人人ああたたりり
いいくくらら？？

14,000円�

前前年年比比
1133,,338800円円��

1人あたり

446,000円
の予算になります

令和6年度
一般会計予算

令和6年2月1日現在
人口24,207人で算出

町民1人あたり
いくら？

前年比
13,380円�

総務費
101,000円

28,000円�

土木費
58,000円

17,000円�

教育費
48,000円

4,000円�

衛生費
39,000円

±0円�

消防費
18,000円

±0円�

公債費
13,000円

±0円�

商工費
8,000円

49,000円�

議会費
5,000円

±0円�

農業費
4,000円

±0円�

町町債債
00..55%%

県県支支出出金金
55..44%%

国国庫庫支支出出金金
99..66%%

地地方方交交付付税税
00..22%% 各各種種交交付付金金等等

1100..77%%

地地方方譲譲与与税税
00..99%%

諸諸収収入入等等
66..00%%

財財産産収収入入
00..11%%

繰繰入入金金
88..77%%

使使用用料料及及びび手手数数料料
00..99%%

分分担担金金及及びび負負担担金金
00..11%%

町町税税
5566..99%%

議議会会費費
11..22%%

総総務務費費
2222..77%%

民民生生費費
3344..00%%

衛衛生生費費
88..88%%

農農業業費費
00..99%%

商商工工費費
11..77%%

土土木木費費
1133..11%%

消消防防費費
44..00%%

教教育育費費
1100..77%%

公公債債費費
22..88%%

予予備備費費
00..11%%

町債
0.5%

県支出金
5.4%

国庫支出金
9.6%

地方交付税
0.2% 各種交付金等

10.7%

地方譲与税
0.9%

諸収入等
6.0%

財産収入
0.1%

繰入金
8.7%

使用料及び手数料
0.9%

分担金及び負担金
0.1%

町税
56.9%

議会費
1.2%

総務費
22.7%

民生費
34.0%

衛生費
8.8%

農業費
0.9%

商工費
1.7%

土木費
13.1%

消防費
4.0%

教育費
10.7%

公債費
2.8%

予備費
0.1%

歳入　108億円

歳入（財源）

歳出（使い道）

歳出　108億円

一般会計

国や県からもらう
お金（依存財源）

27.3%

町が自分でまかなう
お金（自主財源）

72.7%

民生費
高齢者福祉・児童福祉
母子福祉・生活保護
障がい者福祉等の費用

一 般 会 計
特 別 会 計
下水道事業会計

108億0000万円
39億4975万円
12億4858万円

3.3%
0.3%
8.4%

合　　　計 159億9833万円 2.9%
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予算を見れば
公債費（町の借金）を極力抑え、将来にツケを残さない一方で

令和6年度一般会計予算
108億円（前年比▲3.3%）

議
会
は
令
和
6
年
度
予
算
を
賛
成
多
数
で
可
決
。

町
は
ど
こ
に
お
金
を
か
け
、何
を
目
指
し
て
い
る
の
か
。

鈴
木
町
政
が
掲
げ
る
3
つ
の
ま
ち
づ
く
り
戦
略
「
若
い
世
代
の
定
住
・
子
育
て
支
援
」

「
健
や
か
な
暮
ら
し
づ
く
り
」「
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
」を
ど
こ
ま
で
実
現
で
き
る
か
。

議
会
と
し
て
、し
っ
か
り
見
届
け
ま
す
。

民生費
151,000円

11人人ああたたりり

444466,,000000円円
のの予予算算ににななりりまますす

令令和和66年年度度
一一般般会会計計予予算算

令令和和66年年22月月11日日現現在在
人人口口2244,,220077人人でで算算出出

町町民民11人人ああたたりり
いいくくらら？？

14,000円�

前前年年比比
1133,,338800円円��

1人あたり

446,000円
の予算になります

令和6年度
一般会計予算

令和6年2月1日現在
人口24,207人で算出

町民1人あたり
いくら？

前年比
13,380円�

総務費
101,000円

28,000円�

土木費
58,000円

17,000円�

教育費
48,000円

4,000円�

衛生費
39,000円

±0円�

消防費
18,000円

±0円�

公債費
13,000円

±0円�

商工費
8,000円

49,000円�

議会費
5,000円

±0円�

農業費
4,000円

±0円�

町町債債
00..55%%

県県支支出出金金
55..44%%

国国庫庫支支出出金金
99..66%%

地地方方交交付付税税
00..22%% 各各種種交交付付金金等等

1100..77%%

地地方方譲譲与与税税
00..99%%

諸諸収収入入等等
66..00%%

財財産産収収入入
00..11%%

繰繰入入金金
88..77%%

使使用用料料及及びび手手数数料料
00..99%%

分分担担金金及及びび負負担担金金
00..11%%

町町税税
5566..99%%

議議会会費費
11..22%%

総総務務費費
2222..77%%

民民生生費費
3344..00%%

衛衛生生費費
88..88%%

農農業業費費
00..99%%

商商工工費費
11..77%%

土土木木費費
1133..11%%

消消防防費費
44..00%%

教教育育費費
1100..77%%

公公債債費費
22..88%%

予予備備費費
00..11%%

町債
0.5%

県支出金
5.4%

国庫支出金
9.6%

地方交付税
0.2% 各種交付金等

10.7%

地方譲与税
0.9%

諸収入等
6.0%

財産収入
0.1%

繰入金
8.7%

使用料及び手数料
0.9%

分担金及び負担金
0.1%

町税
56.9%

議会費
1.2%

総務費
22.7%

民生費
34.0%

衛生費
8.8%

農業費
0.9%

商工費
1.7%

土木費
13.1%

消防費
4.0%

教育費
10.7%

公債費
2.8%

予備費
0.1%

歳入　108億円

歳入（財源）

歳出（使い道）

歳出　108億円

一般会計

国や県からもらう
お金（依存財源）

27.3%

町が自分でまかなう
お金（自主財源）

72.7%

民生費
高齢者福祉・児童福祉
母子福祉・生活保護
障がい者福祉等の費用

一 般 会 計
特 別 会 計
下水道事業会計

108億0000万円
39億4975万円
12億4858万円

3.3%
0.3%
8.4%

合　　　計 159億9833万円 2.9%
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問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

臨時会・定例会で全議案可決臨時会・定例会で全議案可決臨時会・定例会で全議案可決

・令和6年 第1回 臨時会　　会期 1月29日

令和5年度大口町補正予算

・令和6年 第3回 臨時会　　会期 3月29日

大口町税条例の一部改正
大口町都市計画税条例の一部改正
大口町国民健康保険税の一部改正

条例の改正

・令和6年 第2回 定例会　　会期 3月4日～3月25日

提案された議案は全会一致で可決

提案された議案は全会一致で可決

賛否の分かれた議案 7ページ参照

一般会計 108億円
土地取得特別会計 1億5200万2千円
国際交流事業特別会計 931万6千円
国民健康保険特別会計 18億5千万円
後期高齢者医療特別会計 4億3649万7千円
介護保険特別会計 14億7877万8千円
次世代育成事業特別会計 2315万4千円
下水道事業会計 12億4858万2千円

令和6年度大口町歳入歳出予算

一般会計補正予算（第11号） 693万円 増額
一般会計補正予算（第12号） 5億2467万5千円 減額
土地取得特別会計補正予算（第3号） 2063万4千円 減額
国民健康保険特別会計補正予算（第5号） 
 169万8千円 減額
介護保険特別会計補正予算（第4号） 3205万5千円 減額
次世代育成事業特別会計補正予算（第2号）
 1711万2千円 減額
下水道事業会計補正予算（第4号）工事費等に係る  
 必要な予算を補正

一般会計補正予算（第10号） 1億689万5千円 増額

令和5年度大口町補正予算

大口町議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正

議員提出議案

大口町町長等の損害賠償の上限を定める条例の一部改正
大口町地域交通推進会議設置条例の一部改正
大口町パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部改正
大口町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
大口町消防団員等公務災害補償条例の一部改正
大口町国民健康保険税条例の一部改正
大口町精神障害者医療費支給条例の一部改正
大口町介護保険条例の一部改正
大口町指定介護予防支援等の事業の人員、運営等に関
する基準を定める条例の一部改正
大口町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準等を定める条例の一部改正
大口町下水道事業の設置等に関する条例の一部改正

条例の改正

橋梁建設工事の請負契約の変更
橋梁修繕工事の請負契約
大口町道路線の変更

その他議案

大口町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定

委員会提出議案

質疑
あれこれ

本会議での議案質疑、及び
総務建設、文教福祉の各常
任委員会での主な質疑です。

シ
ス
テ
ム
標
準
化
の
詳
細
は

電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
委

託
料
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
移

行
業
務
1
億
1
6
6
8
万
8

千
円
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の

詳
細
は
。

税
、
社
会
保
障
と
い
っ

た
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
、

国
が
推
奨
す
る
標
準
シ
ス
テ

ム
に
移
行
す
る
委
託
料
で
あ

る
。

　
具
体
的
に
は
、
住
民
基
本

台
帳
、
個
人
住
民
税
、
固
定

資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
と
い
っ

た
法
令
に
基
づ
い
て
行
う
業

務
が
対
象
と
な
る
。

　
令
和
6
年
度
中
の
移
行
完

了
は
、
困
難
で
あ
る
と
見
込

ん
で
お
り
、
令
和
7
年
度
ま

で
2
年
か
け
て
の
移
行
を
計

画
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
場
所
は

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
予
定

10
か
所
。
年
間
44
万
3
千
円

の
内
容
と
設
置
場
所
は
。

5
年
10
基
の
リ
ー
ス
料

が
4
4
3
万
円
で
、
1
年
88

万
6
千
円
と
な
る
が
、
令
和

6
年
度
は
10
月
に
設
置
予
定

の
た
め
、
予
算
は
半
分
の
44

万
3
千
円
と
し
て
い
る
。
設

置
場
所
は
通
学
路
、
過
去
の

不
審
者
情
報
、
事
故
発
生
箇

所
の
観
点
を
勘
案
し
、
3
つ

の
地
域
自
治
組
織
内
に
各
3

基
程
度
設
置
す
る
予
定
。

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
促
進
に
80
万
円
の

予
算
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

さ
ら
に
促
す
た
め
に
考
え
て

い
る
施
策
は
。

愛
知
県
の
補
助
が
延
長

と
な
り
、
本
町
も
県
と
歩
調

を
合
わ
せ
、
令
和
6
年
度
も

実
施
。
引
き
続
き
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
促
進
の
た
め
、
広
報

紙
等
に
よ
り
啓
発
し
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
績

高
齢
者
福
祉
事
業
に
お

け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
2
8
8

万
円
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数

と
1
食
の
単
価
は
。

利
用
者
は
90
人
で
単
価

は
2
0
0
円
。
一
カ
月
に

1
2
0
0
食
と
し
て
算
出
し

て
い
る
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

5
9
0
万
円
。
こ
の
事
業
の

利
用
実
績
は
。

令
和
6
年
2
月
末
現
在

で
申
請
が
5
7
6
人
。
う
ち

タ
ク
シ
ー
券
の
み
が
3
5
8

人
、
バ
ス
券
の
み
が
23
人
、

両
方
が
1
9
5
人
。

五
条
川
遊
覧
船
事
業
の
維
持
費
は

薪
能
上
演
お
よ
び
映
像

配
信
6
0
9
万
円
。
令
和
6

年
度
は
桜
ま
つ
り
に
合
わ
せ

た
上
演
を
計
画
と
の
こ
と
だ

が
、
子
ど
も
た
ち
も
鑑
賞
す

る
機
会
が
得
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
今
後
、
定
期
上
演
し
て

い
く
予
定
は
。

周
知
の
枠
を
小
中
学
校

に
も
広
げ
る
。
定
期
上
演
に

つ
い
て
は
、
毎
年
度
予
算
計

上
し
て
い
き
た
い
。

五
条
川
遊
覧
船
事
業
。

今
後
の
継
続
と
そ
の
維
持
費

は
。

協
働
委
託
事
業
と
し
て

展
開
す
る
。
維
持
費
は
船
の

修
繕
や
保
険
料
、
ま
た
6
年

に
一
度
小
型
船
舶
検
査
料
が

か
か
る
。

公
園
整
備
工
事
の
内
容
は

役
場
南
ひ
ろ
ば
の
ミ
ス

ト
設
置
工
事
は
、
ど
の
よ
う

な
計
画
か
。

東
屋
2
か
所
に
ボ
タ
ン

を
押
す
と
一
定
時
間
ミ
ス
ト

が
出
る
タ
イ
プ
を
設
置
す
る
。

資
材
搬
入
に
3
か
月
を
要
す

る
が
、
暑
く
な
る
前
に
な
ん

と
か
設
置
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

小
口
城
址
公
園
の
お
堀

整
備
工
事
の
内
容
は
。

八
ツ
橋
を
撤
去
し
、
お

堀
床
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

張
っ
て
草
が
生
え
な
い
よ
う

に
施
す
。
ま
た
、
中
保
育
園

児
の
み
な
さ
ん
と
保
護
者
の

協
力
を
得
て
、
ア
ヤ
メ
を
植

え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

システム標準化とは
現在、自治体ごとに独自の情報シス
テムが導入されており、他の自治体
と情報共有や連携が難しいという課
題がある。自治体が使用する情報シ
ステムに対して、一定の基準や規格
を設け、統一的な取り扱いを促進す
ることを指す。

あ
ず
ま

や

令
和
6
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
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問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

臨時会・定例会で全議案可決臨時会・定例会で全議案可決臨時会・定例会で全議案可決

・令和6年 第1回 臨時会　　会期 1月29日

令和5年度大口町補正予算

・令和6年 第3回 臨時会　　会期 3月29日

大口町税条例の一部改正
大口町都市計画税条例の一部改正
大口町国民健康保険税の一部改正

条例の改正

・令和6年 第2回 定例会　　会期 3月4日～3月25日

提案された議案は全会一致で可決

提案された議案は全会一致で可決

賛否の分かれた議案 7ページ参照

一般会計 108億円
土地取得特別会計 1億5200万2千円
国際交流事業特別会計 931万6千円
国民健康保険特別会計 18億5千万円
後期高齢者医療特別会計 4億3649万7千円
介護保険特別会計 14億7877万8千円
次世代育成事業特別会計 2315万4千円
下水道事業会計 12億4858万2千円

令和6年度大口町歳入歳出予算

一般会計補正予算（第11号） 693万円 増額
一般会計補正予算（第12号） 5億2467万5千円 減額
土地取得特別会計補正予算（第3号） 2063万4千円 減額
国民健康保険特別会計補正予算（第5号） 
 169万8千円 減額
介護保険特別会計補正予算（第4号） 3205万5千円 減額
次世代育成事業特別会計補正予算（第2号）
 1711万2千円 減額
下水道事業会計補正予算（第4号）工事費等に係る  
 必要な予算を補正

一般会計補正予算（第10号） 1億689万5千円 増額

令和5年度大口町補正予算

大口町議会政務活動費の交付に関する条例の一部改正

議員提出議案

大口町町長等の損害賠償の上限を定める条例の一部改正
大口町地域交通推進会議設置条例の一部改正
大口町パートタイム会計年度任用職員の給与及び費用
弁償に関する条例の一部改正
大口町職員の育児休業等に関する条例の一部改正
大口町消防団員等公務災害補償条例の一部改正
大口町国民健康保険税条例の一部改正
大口町精神障害者医療費支給条例の一部改正
大口町介護保険条例の一部改正
大口町指定介護予防支援等の事業の人員、運営等に関
する基準を定める条例の一部改正
大口町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関
する基準等を定める条例の一部改正
大口町下水道事業の設置等に関する条例の一部改正

条例の改正

橋梁建設工事の請負契約の変更
橋梁修繕工事の請負契約
大口町道路線の変更

その他議案

大口町議会議員の請負の状況の公表に関する条例の制定

委員会提出議案

質疑
あれこれ

本会議での議案質疑、及び
総務建設、文教福祉の各常
任委員会での主な質疑です。

シ
ス
テ
ム
標
準
化
の
詳
細
は

電
算
シ
ス
テ
ム
開
発
委

託
料
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
移

行
業
務
1
億
1
6
6
8
万
8

千
円
の
シ
ス
テ
ム
標
準
化
の

詳
細
は
。

税
、
社
会
保
障
と
い
っ

た
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
を
、

国
が
推
奨
す
る
標
準
シ
ス
テ

ム
に
移
行
す
る
委
託
料
で
あ

る
。

　
具
体
的
に
は
、
住
民
基
本

台
帳
、
個
人
住
民
税
、
固
定

資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
、

子
ど
も
子
育
て
支
援
と
い
っ

た
法
令
に
基
づ
い
て
行
う
業

務
が
対
象
と
な
る
。

　
令
和
6
年
度
中
の
移
行
完

了
は
、
困
難
で
あ
る
と
見
込

ん
で
お
り
、
令
和
7
年
度
ま

で
2
年
か
け
て
の
移
行
を
計

画
し
て
い
る
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
場
所
は

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
予
定

10
か
所
。
年
間
44
万
3
千
円

の
内
容
と
設
置
場
所
は
。

5
年
10
基
の
リ
ー
ス
料

が
4
4
3
万
円
で
、
1
年
88

万
6
千
円
と
な
る
が
、
令
和

6
年
度
は
10
月
に
設
置
予
定

の
た
め
、
予
算
は
半
分
の
44

万
3
千
円
と
し
て
い
る
。
設

置
場
所
は
通
学
路
、
過
去
の

不
審
者
情
報
、
事
故
発
生
箇

所
の
観
点
を
勘
案
し
、
3
つ

の
地
域
自
治
組
織
内
に
各
3

基
程
度
設
置
す
る
予
定
。

自
転
車
乗
車
用
ヘ
ル
メ

ッ
ト
着
用
促
進
に
80
万
円
の

予
算
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
を

さ
ら
に
促
す
た
め
に
考
え
て

い
る
施
策
は
。

愛
知
県
の
補
助
が
延
長

と
な
り
、
本
町
も
県
と
歩
調

を
合
わ
せ
、
令
和
6
年
度
も

実
施
。
引
き
続
き
ヘ
ル
メ
ッ

ト
着
用
促
進
の
た
め
、
広
報

紙
等
に
よ
り
啓
発
し
て
い
く
。

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
実
績

高
齢
者
福
祉
事
業
に
お

け
る
配
食
サ
ー
ビ
ス
2
8
8

万
円
。
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
数

と
1
食
の
単
価
は
。

利
用
者
は
90
人
で
単
価

は
2
0
0
円
。
一
カ
月
に

1
2
0
0
食
と
し
て
算
出
し

て
い
る
。

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス

5
9
0
万
円
。
こ
の
事
業
の

利
用
実
績
は
。

令
和
6
年
2
月
末
現
在

で
申
請
が
5
7
6
人
。
う
ち

タ
ク
シ
ー
券
の
み
が
3
5
8

人
、
バ
ス
券
の
み
が
23
人
、

両
方
が
1
9
5
人
。

五
条
川
遊
覧
船
事
業
の
維
持
費
は

薪
能
上
演
お
よ
び
映
像

配
信
6
0
9
万
円
。
令
和
6

年
度
は
桜
ま
つ
り
に
合
わ
せ

た
上
演
を
計
画
と
の
こ
と
だ

が
、
子
ど
も
た
ち
も
鑑
賞
す

る
機
会
が
得
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
今
後
、
定
期
上
演
し
て

い
く
予
定
は
。

周
知
の
枠
を
小
中
学
校

に
も
広
げ
る
。
定
期
上
演
に

つ
い
て
は
、
毎
年
度
予
算
計

上
し
て
い
き
た
い
。

五
条
川
遊
覧
船
事
業
。

今
後
の
継
続
と
そ
の
維
持
費

は
。

協
働
委
託
事
業
と
し
て

展
開
す
る
。
維
持
費
は
船
の

修
繕
や
保
険
料
、
ま
た
6
年

に
一
度
小
型
船
舶
検
査
料
が

か
か
る
。

公
園
整
備
工
事
の
内
容
は

役
場
南
ひ
ろ
ば
の
ミ
ス

ト
設
置
工
事
は
、
ど
の
よ
う

な
計
画
か
。

東
屋
2
か
所
に
ボ
タ
ン

を
押
す
と
一
定
時
間
ミ
ス
ト

が
出
る
タ
イ
プ
を
設
置
す
る
。

資
材
搬
入
に
3
か
月
を
要
す

る
が
、
暑
く
な
る
前
に
な
ん

と
か
設
置
で
き
れ
ば
と
考
え

て
い
る
。

小
口
城
址
公
園
の
お
堀

整
備
工
事
の
内
容
は
。

八
ツ
橋
を
撤
去
し
、
お

堀
床
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

張
っ
て
草
が
生
え
な
い
よ
う

に
施
す
。
ま
た
、
中
保
育
園

児
の
み
な
さ
ん
と
保
護
者
の

協
力
を
得
て
、
ア
ヤ
メ
を
植

え
た
い
と
考
え
て
い
る
。

システム標準化とは
現在、自治体ごとに独自の情報シス
テムが導入されており、他の自治体
と情報共有や連携が難しいという課
題がある。自治体が使用する情報シ
ステムに対して、一定の基準や規格
を設け、統一的な取り扱いを促進す
ることを指す。

あ
ず
ま

や

令
和
6
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
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問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

今
一
番
困
っ
て
い
る
有
害
鳥
獣
は

可
燃
ご
み
袋
の
コ
ス
ト

は
。
今
後
値
上
げ
の
予
定
は
。

可
燃
ご
み
袋
1
枚
あ
た

り
の
コ
ス
ト
は
令
和
5
年
度

実
績
で
表
の
と
お
り
。
年
間

の
収
集
費
用
は
約
4
3
7
0

万
円
で
、
ご
み
袋
1
枚
に
つ

き
約
38
円
の
収
集
費
用
が
か

か
る
が
、
当
面
値
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
に
45
万

円
の
委
託
料
。
今
一
番
困
っ

て
い
る
鳥
獣
は
。

ヌ
ー
ト
リ
ア
に
よ
る
被

害
が
増
加
し
て
い
る
。
先
日

も
巾
下
川
流
域
で
巣
を
発
見

し
17
匹
を
確
保
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

温
水
プ
ー
ル
　
利
用
者
へ
の
安
全
配
慮
は

小
学
校
水
質
検
査
に
つ

い
て
。
プ
ー
ル
の
水
質
検
査

は
当
然
だ
が
、
年
に
2
回
程

度
で
も
飲
み
水
の
水
道
水
検

査
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

飲
み
水
と
し
て
の
水
道

水
検
査
は
、
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

温
水
プ
ー
ル
調
査
。
利

用
者
へ
の
安
全
配
慮
と
利
用

時
の
影
響
は
。

休
館
日
を
利
用
す
る
等

ご
利
用
の
み
な
さ
ま
に
は
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
な
お
、
調
査
は
令
和

6
年
度
単
年
の
予
定
で
あ
る
。

ヌートリア
農業等に被害を及ぼ
し、堤防などに穴を
掘るため堤防破壊の
原因にもなっている。
害獣として駆除の対
象となっており、見
かけたら連絡を。　

■1枚あたりの単価

国
民
健
康
保
険
税
が
納

付
金
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
が
、

利
用
者
負
担
の
公
平
性
が
保

た
れ
る
の
か
。

制
度
改
正
前
は
全
て
市

町
村
で
賄
っ
て
い
た
保
険
給

付
費
は
、
県
全
体
で
賄
い
、

県
か
ら
交
付
金
と
し
て
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た

と
え
足
り
な
く
な
っ
て
も
運

営
す
る
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

安
心
が
得
ら
れ
公
平
で
あ
る
。

本
町
は
土
地
を
売
っ
た

り
す
る
方
も
み
え
、
所
得
が

高
い
方
が
多
い
た
め
高
く
算

定
さ
れ
て
い
る
。
被
保
険
者

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

払
え
な
く
な
る
人
が
出
て
こ

な
い
か
。

所
得
が
少
な
い
人
に
は
、

所
得
に
応
じ
て
7
割
、
5
割
、

2
割
の
軽
減
措
置
が
と
ら
れ

て
い
る
。

環
境
性
能
割
交
付
金

6
3
9
万
円
の
減
額
だ
が
、

こ
の
先
エ
コ
カ
ー
が
増
え
る

と
交
付
金
も
減
る
の
か
。

こ
の
交
付
金
は
、
車
両

の
種
類
に
応
じ
て
0
〜
5
%

の
割
合
で
も
ら
え
る
交
付
金

で
、
エ
コ
カ
ー
が
増
え
れ
ば

減
る
可
能
性
は
あ
る
。

感
染
症
等
予
防
事
業
の

乳
幼
児
等
予
防
接
種

3
3
0
0
万
円
の
減
額
に
つ

い
て
、
前
年
度
も
ほ
ぼ
同
額

の
執
行
残
だ
が
、
予
算
の
30

%
も
残
っ
て
い
る
理
由
は
。

予
算
は
出
生
数
2
2
0

人
で
組
ん
で
い
る
が
、
こ
こ

数
年
は
2
0
0
人
を
切
っ
て

い
る
た
め
に
予
算
を
下
回
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
本
町
に
は
何
人

の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
が
い
て
、
何
人
に

該
当
す
る
条
例
改
正
な
の
か
。

今
回
の
条
例
改
正
は
会

計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て

も
勤
勉
手
当
を
支
給
で
き
る

よ
う
に
な
る
も
の
で
、
そ
の

条
件
は
任
期
が
6
か
月
以
上

か
つ
週
15
・
5
時
間
以
上
の

勤
務
の
方
だ
が
、
令
和
6
年

度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

2
5
5
人
中
該
当
者
は

2
3
0
人
で
、
該
当
し
な
い

人
は
25
人
で
あ
る
。

農
業
費
繰
越
明
許
費
補

正
7
5
7
万
4
千
円
に
つ
い

て
、
岩
倉
用
水
工
事
の
分
と

の
こ
と
だ
が
、
5
月
末
ま
で

に
工
事
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
は
ど
う
す
る
の
か
。

用
水
工
事
は
、
水
が
入

る
5
月
末
ま
で
に
完
了
し
な

い
と
い
け
な
い
工
事
で
あ
る
。

予
算
を
繰
越
さ
な
い
よ
う
、

必
ず
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、

現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

商
工
業
振
興
事
業
の
企

業
立
地
促
進
事
業
3
0
9
5

万
6
千
円
の
減
額
理
由
は
。

当
初
は
6
社
を
予
定
し

て
い
た
が
、
う
ち
2
社
が
補

助
金
対
象
条
件
を
満
た
さ
な

か
っ
た
た
め
、
そ
の
分
が
減

額
と
な
っ
た
。

委
員
会
提
出
議
案
第
1
号

大
口
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
議
員

個
人
に
よ
る
町
と
の
請
負
が
政
令
で
定
め
る
一
定
金

額
（
3
0
0
万
円
）
ま
で
は
、
規
制
の
対
象
か
ら
除

か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

討
論
要
旨

討
論
要
旨
（抜粋）（抜粋）

討
論
要
旨
（抜粋）

江
幡
満
世
志

　
介
護
保
険
は
国
保
と
違
い
、

町
が
主
体
で
あ
る
た
め
、
保

険
税
を
独
自
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
活
用
し
、
値
上

げ
を
し
な
い
で
欲
し
い
。

反
　
対

値
上
げ
を
し
な
い
努
力
を

飯
田
正
志

　
必
要
経
費
に
対
す
る
保
険

料
基
本
額
の
増
額
は
、
本
事

業
を
恒
久
的
に
維
持
し
て
い

く
上
で
、
あ
る
程
度
の
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

賛
　
成

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
増
加
傾
向

江
幡
満
世
志

　
子
育
て
支
援
に
一
定
の
評

価
は
す
る
が
、
保
育
園
の
給

食
費
が
小
中
学
校
の
負
担
額

よ
り
も
多
い
の
で
は
、
支
援

に
疑
問
を
感
じ
る
。
住
民
の

福
祉
向
上
は
地
方
自
治
体
の

一
番
の
使
命
で
あ
る
が
ゆ
え

に
必
要
な
職
員
体
制
や
予
算

配
分
は
重
要
。
適
確
な
判
断

で
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

反
　
対

物
価
高
騰
対
策
が
欲
し
い

鈴
木
和
江

　
町
長
の
「
令
和
6
年
度
は

少
し
予
算
を
縮
小
し
て
立
ち

止
ま
り
、
本
町
に
と
っ
て
何

が
必
要
か
、
考
え
を
ま
と
め

た
い
。
」
と
の
発
言
を
踏
ま

え
、
削
る
と
こ
ろ
は
削
り
、

必
要
な
も
の
に
は
お
金
を
か

け
る
堅
実
な
予
算
編
成
で
あ

る
。

賛
　
成

行
政
需
要
の
取
捨
選
択

江
幡
満
世
志

　
今
後
保
険
税
の
統
一
を
加

速
さ
せ
る
た
め
、
県
か
ら
町

に
対
し
て
よ
り
厳
し
い
対
応

を
求
め
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
住
民
の
福
祉
の
向
上
と

負
担
の
軽
減
を
考
え
条
例
改

正
に
は
断
固
反
対
。

反
　
対

制
度
そ
の
も
の
が
問
題

飯
田
正
志

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
令

和
6
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
費
給
付
金
の
納
付
に
必

要
な
財
源
に
不
足
が
生
じ
る

こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
、

国
民
健
康
保
険
財
政
を
健
全

で
安
定
的
な
も
の
と
す
る
た

め
に
は
必
要
で
あ
る
。

賛
　
成

保
険
財
政
の
安
定
化
を
図
る

大
口
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

大
口
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

令
和
6
年
度

大
口
町
一
般
会
計
予
算

賛否の分かれた議案 〇＝賛成　×＝反対　　※議長は採決に加わらないため空欄

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号　大口町国民健康保険税条例の一部改正について

議案第12号　大口町介護保険条例の一部改正について

議案第22号　令和6年度大口町一般会計予算

山
坡

佐
名

酒
井

宮
川

飯
田

社
本

松
本

江
幡

丹
羽

仙
田

藤
田

鈴
木

江
口

大
竹

齊
木議案等

氏　名

本
定
例
会
で
は
委
員
会
お
よ
び
議
員
に

よ
る
議
案
を
2
件
提
出
し
ま
し
た

議
員
提
出
議
案
第
1
号

大
口
町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
議
員
が
積
極
的
に
政
務
活
動
（
調

査
、
研
究
、
そ
の
他
の
活
動
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

一
層
視
野
を
広
げ
、
資
質
を
上
げ
る
た
め
、
政
務
活

動
費
の
交
付
限
度
額
を
「
6
万
円
」
か
ら
「
12
万
円
」

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し
た

大
小
減

6.05円
4.84円
3.30円

条
例
改
正

大
口
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
5
年
度
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
億
2
4
6
7
万
5
千
円
を
減
額
し

総
額
を
1
1
5
億
7
0
0
5
万
5
千
円
と
す
る

大
口
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

問□答□

今
一
番
困
っ
て
い
る
有
害
鳥
獣
は

可
燃
ご
み
袋
の
コ
ス
ト

は
。
今
後
値
上
げ
の
予
定
は
。

可
燃
ご
み
袋
1
枚
あ
た

り
の
コ
ス
ト
は
令
和
5
年
度

実
績
で
表
の
と
お
り
。
年
間

の
収
集
費
用
は
約
4
3
7
0

万
円
で
、
ご
み
袋
1
枚
に
つ

き
約
38
円
の
収
集
費
用
が
か

か
る
が
、
当
面
値
上
げ
は
考

え
て
い
な
い
。

有
害
鳥
獣
駆
除
に
45
万

円
の
委
託
料
。
今
一
番
困
っ

て
い
る
鳥
獣
は
。

ヌ
ー
ト
リ
ア
に
よ
る
被

害
が
増
加
し
て
い
る
。
先
日

も
巾
下
川
流
域
で
巣
を
発
見

し
17
匹
を
確
保
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。

温
水
プ
ー
ル
　
利
用
者
へ
の
安
全
配
慮
は

小
学
校
水
質
検
査
に
つ

い
て
。
プ
ー
ル
の
水
質
検
査

は
当
然
だ
が
、
年
に
2
回
程

度
で
も
飲
み
水
の
水
道
水
検

査
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

飲
み
水
と
し
て
の
水
道

水
検
査
は
、
今
後
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

温
水
プ
ー
ル
調
査
。
利

用
者
へ
の
安
全
配
慮
と
利
用

時
の
影
響
は
。

休
館
日
を
利
用
す
る
等

ご
利
用
の
み
な
さ
ま
に
は
迷

惑
の
か
か
ら
な
い
よ
う
に
し

た
い
。
な
お
、
調
査
は
令
和

6
年
度
単
年
の
予
定
で
あ
る
。

ヌートリア
農業等に被害を及ぼ
し、堤防などに穴を
掘るため堤防破壊の
原因にもなっている。
害獣として駆除の対
象となっており、見
かけたら連絡を。　

■1枚あたりの単価

国
民
健
康
保
険
税
が
納

付
金
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る

仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
が
、

利
用
者
負
担
の
公
平
性
が
保

た
れ
る
の
か
。

制
度
改
正
前
は
全
て
市

町
村
で
賄
っ
て
い
た
保
険
給

付
費
は
、
県
全
体
で
賄
い
、

県
か
ら
交
付
金
と
し
て
交
付

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
た

と
え
足
り
な
く
な
っ
て
も
運

営
す
る
自
治
体
に
と
っ
て
は
、

安
心
が
得
ら
れ
公
平
で
あ
る
。

本
町
は
土
地
を
売
っ
た

り
す
る
方
も
み
え
、
所
得
が

高
い
方
が
多
い
た
め
高
く
算

定
さ
れ
て
い
る
。
被
保
険
者

が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

払
え
な
く
な
る
人
が
出
て
こ

な
い
か
。

所
得
が
少
な
い
人
に
は
、

所
得
に
応
じ
て
7
割
、
5
割
、

2
割
の
軽
減
措
置
が
と
ら
れ

て
い
る
。

環
境
性
能
割
交
付
金

6
3
9
万
円
の
減
額
だ
が
、

こ
の
先
エ
コ
カ
ー
が
増
え
る

と
交
付
金
も
減
る
の
か
。

こ
の
交
付
金
は
、
車
両

の
種
類
に
応
じ
て
0
〜
5
%

の
割
合
で
も
ら
え
る
交
付
金

で
、
エ
コ
カ
ー
が
増
え
れ
ば

減
る
可
能
性
は
あ
る
。

感
染
症
等
予
防
事
業
の

乳
幼
児
等
予
防
接
種

3
3
0
0
万
円
の
減
額
に
つ

い
て
、
前
年
度
も
ほ
ぼ
同
額

の
執
行
残
だ
が
、
予
算
の
30

%
も
残
っ
て
い
る
理
由
は
。

予
算
は
出
生
数
2
2
0

人
で
組
ん
で
い
る
が
、
こ
こ

数
年
は
2
0
0
人
を
切
っ
て

い
る
た
め
に
予
算
を
下
回
る

結
果
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
、
本
町
に
は
何
人

の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
が
い
て
、
何
人
に

該
当
す
る
条
例
改
正
な
の
か
。

今
回
の
条
例
改
正
は
会

計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て

も
勤
勉
手
当
を
支
給
で
き
る

よ
う
に
な
る
も
の
で
、
そ
の

条
件
は
任
期
が
6
か
月
以
上

か
つ
週
15
・
5
時
間
以
上
の

勤
務
の
方
だ
が
、
令
和
6
年

度
一
般
会
計
予
算
で
は
、

2
5
5
人
中
該
当
者
は

2
3
0
人
で
、
該
当
し
な
い

人
は
25
人
で
あ
る
。

農
業
費
繰
越
明
許
費
補

正
7
5
7
万
4
千
円
に
つ
い

て
、
岩
倉
用
水
工
事
の
分
と

の
こ
と
だ
が
、
5
月
末
ま
で

に
工
事
が
間
に
合
わ
な
い
場

合
は
ど
う
す
る
の
か
。

用
水
工
事
は
、
水
が
入

る
5
月
末
ま
で
に
完
了
し
な

い
と
い
け
な
い
工
事
で
あ
る
。

予
算
を
繰
越
さ
な
い
よ
う
、

必
ず
間
に
合
わ
せ
る
た
め
、

現
在
工
事
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

商
工
業
振
興
事
業
の
企

業
立
地
促
進
事
業
3
0
9
5

万
6
千
円
の
減
額
理
由
は
。

当
初
は
6
社
を
予
定
し

て
い
た
が
、
う
ち
2
社
が
補

助
金
対
象
条
件
を
満
た
さ
な

か
っ
た
た
め
、
そ
の
分
が
減

額
と
な
っ
た
。

委
員
会
提
出
議
案
第
1
号

大
口
町
議
会
議
員
の
請
負
の
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、
議
員

個
人
に
よ
る
町
と
の
請
負
が
政
令
で
定
め
る
一
定
金

額
（
3
0
0
万
円
）
ま
で
は
、
規
制
の
対
象
か
ら
除

か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
必
要
な

事
項
を
定
め
る
た
め
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

討
論
要
旨

討
論
要
旨
（抜粋）（抜粋）

討
論
要
旨
（抜粋）

江
幡
満
世
志

　
介
護
保
険
は
国
保
と
違
い
、

町
が
主
体
で
あ
る
た
め
、
保

険
税
を
独
自
に
決
め
る
こ
と

が
で
き
る
。
一
般
会
計
か
ら

の
繰
入
金
を
活
用
し
、
値
上

げ
を
し
な
い
で
欲
し
い
。

反
　
対

値
上
げ
を
し
な
い
努
力
を

飯
田
正
志

　
必
要
経
費
に
対
す
る
保
険

料
基
本
額
の
増
額
は
、
本
事

業
を
恒
久
的
に
維
持
し
て
い

く
上
で
、
あ
る
程
度
の
負
担

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

賛
　
成

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
増
加
傾
向

江
幡
満
世
志

　
子
育
て
支
援
に
一
定
の
評

価
は
す
る
が
、
保
育
園
の
給

食
費
が
小
中
学
校
の
負
担
額

よ
り
も
多
い
の
で
は
、
支
援

に
疑
問
を
感
じ
る
。
住
民
の

福
祉
向
上
は
地
方
自
治
体
の

一
番
の
使
命
で
あ
る
が
ゆ
え

に
必
要
な
職
員
体
制
や
予
算

配
分
は
重
要
。
適
確
な
判
断

で
執
行
さ
れ
る
こ
と
を
願
う
。

反
　
対

物
価
高
騰
対
策
が
欲
し
い

鈴
木
和
江

　
町
長
の
「
令
和
6
年
度
は

少
し
予
算
を
縮
小
し
て
立
ち

止
ま
り
、
本
町
に
と
っ
て
何

が
必
要
か
、
考
え
を
ま
と
め

た
い
。
」
と
の
発
言
を
踏
ま

え
、
削
る
と
こ
ろ
は
削
り
、

必
要
な
も
の
に
は
お
金
を
か

け
る
堅
実
な
予
算
編
成
で
あ

る
。

賛
　
成

行
政
需
要
の
取
捨
選
択

江
幡
満
世
志

　
今
後
保
険
税
の
統
一
を
加

速
さ
せ
る
た
め
、
県
か
ら
町

に
対
し
て
よ
り
厳
し
い
対
応

を
求
め
る
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。
住
民
の
福
祉
の
向
上
と

負
担
の
軽
減
を
考
え
条
例
改

正
に
は
断
固
反
対
。

反
　
対

制
度
そ
の
も
の
が
問
題

飯
田
正
志

　
今
回
の
条
例
改
正
は
、
令

和
6
年
度
の
国
民
健
康
保
険

事
業
費
給
付
金
の
納
付
に
必

要
な
財
源
に
不
足
が
生
じ
る

こ
と
を
理
由
と
す
る
も
の
で
、

国
民
健
康
保
険
財
政
を
健
全

で
安
定
的
な
も
の
と
す
る
た

め
に
は
必
要
で
あ
る
。

賛
　
成

保
険
財
政
の
安
定
化
を
図
る

大
口
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
改
正

大
口
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正

令
和
6
年
度

大
口
町
一
般
会
計
予
算

賛否の分かれた議案 〇＝賛成　×＝反対　　※議長は採決に加わらないため空欄

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案第10号　大口町国民健康保険税条例の一部改正について

議案第12号　大口町介護保険条例の一部改正について

議案第22号　令和6年度大口町一般会計予算

山
坡

佐
名

酒
井

宮
川

飯
田

社
本

松
本

江
幡

丹
羽

仙
田

藤
田

鈴
木

江
口

大
竹

齊
木議案等

氏　名

本
定
例
会
で
は
委
員
会
お
よ
び
議
員
に

よ
る
議
案
を
2
件
提
出
し
ま
し
た

議
員
提
出
議
案
第
1
号

大
口
町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
こ
れ
は
、
私
た
ち
議
員
が
積
極
的
に
政
務
活
動
（
調

査
、
研
究
、
そ
の
他
の
活
動
）
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

一
層
視
野
を
広
げ
、
資
質
を
上
げ
る
た
め
、
政
務
活

動
費
の
交
付
限
度
額
を
「
6
万
円
」
か
ら
「
12
万
円
」

に
改
正
す
る
も
の
で
す
。

い
ず
れ
も
全
員
の
賛
成
を
も
っ
て
可
決
し
ま
し
た

大
小
減

6.05円
4.84円
3.30円

条
例
改
正

大
口
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

令
和
5
年
度
補
正
予
算

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
億
2
4
6
7
万
5
千
円
を
減
額
し

総
額
を
1
1
5
億
7
0
0
5
万
5
千
円
と
す
る

大
口
町
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
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●請 願　※請願は、議員の紹介が必要です

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は必要ありません

審
査
結
果
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

請
願
・
陳
情
提
出
期
限
に
つ
い
て

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は
締
切

日
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
提
出
期
限
を
ご
確
認
の
上

役
場
3
階
議
会
事
務
局
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
提
出
期
限
が
土
日
祝
の
閉
庁
日

に
当
た
る
場
合
は
そ
の
直
前
の

開
庁
日
が
期
限
と
な
り
ま
す
。

請 願・陳 情　町民の声を慎重審議！　議会の意思は

　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。町民みずからが町議会に提出し、これ
に対して議会は、採択・不採択の意思表示をします。

の一般質問のその後をお伝えします

江口 昌史

鈴木 和江

佐名 かよ子

江幡 満世志

丹羽　勉

宮川 基英

仙田 王一

山坡 卓美

酒井 一平

町道役場前線と町道小口線について

南海トラフ地震に備えて
GIGAスクール構想タブレットについて

防災について
産前産後の支援について
子どもの遊び場の充実について
窓口での音のバリアフリーについて

第8次大口町総合計画に向けて方針を問う
補聴器購入助成を実施せよ
公園のあり方を問う

大口町立小中学校のPTAについて
自衛官募集について
減資・分社化について

町づくり支援団体へのサポートは

企業支援について

2050年カーボンニュートラルへの取り組みについて

町の広報戦略について
広報を使ったまちづくり

10

11

12

13

14

15

16

17

18

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一般質問とは、町長（執行機関）に対して、町の考え方や町民生活に
関わる大切な内容について問いただすものです。
大口町では年4回の定例会でのみ、一般質問を行うことができます。
令和6年3月定例会では9人が一般質問を行いました。

令
和
5
年
3
月
定
例
会
に
て
質
問

1年前

大口町の空き家対策は

空き家バンクの成約件数は。

江口昌史議員の質問

携帯型緊急通報装置の導入
を

緊急通報装置は、緊急時に高
齢者の見守りに有効なツール
であり、固定電話を設置してい
ない方でも利用できる携帯型
緊急通報装置を導入する考えは。

佐名かよ子議員の質問

令和5年度における空き家バンクの登録件数は1件であった。
今後も本制度の周知に努めていく。

空き家バンクは、空き家という社会問
題を解決するためにも大変有効だと
考えるので、更なる周知をお願いする。

高齢者等の見守りに活用できるツールは多種多様。
先進事例も含め、引き続き調査研究を重ねる。

先進事例の調査研究と、見守りに有用
と思われるツールの効果などの検証
もお願いしたい。

質問者の満足度

質問者の満足度

まだまだ

がんばれ

号 題　　名

1

2

3

4

5

6

7

「議員さんに分かってほしい」、「しゃがむことが困難」、余野中央公園等のト
イレを洋式化に求める請願

「議員さんに分かってほしい」、抗がん剤治療等で働くことができなくなり、無
収入になる人に対する医療費の無償化を大口町に求める請願

「議員さんに分かってほしい」、タクシー助成券を初乗り運賃券から金額券と
し1度に2枚以上利用できるように大口町に求める請願書

「議員さんに分かってほしい」、加齢による中等程度の難聴者に補聴器購入
助成を求める請願

大口町教育委員会はいじめ防止対策推進法にある規定に反して第三者によ
る外部調査組織を常設している。常設の大口町いじめ問題対策委員会は不
当な組織であるため常設組織を即座に廃止し、臨時の外部調査組織とする
事を求める請願

大口町教育委員会のさじ加減で第三者による調査が開始される現状では子
どもを守ることは出来ない。現状を改めるために大口町いじめ問題対策委員
会に対し詳細の取り決めを求める請願

校長会等の教員の団体から毎年現金を受けとっていたことが明らかとなった
名古屋市教育委員会事務局。鈴木町長主導の下で大口町教育委員会に対し
現金などの金品の授受に対する実態の把握を含めた調査を求める請願

本会議採択結果

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

号 題　　名

1

2

3

4

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求
める陳情

職員の人権も福祉の対象者の人権も守るために、国に対して介護報酬と障
害福祉サービス等報酬の引き上げと職員配置基準改善の意見書提出を求め
る陳情

安全安心な保育を守り、職員が働き続けられる保育職場とするために、最低
基準としての保育士配置基準を引き上げ、公定価格を抜本的に改善する意
見書提出を求める陳情

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情

本会議採択結果

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
聞き置く

総務建設常任委員会において
不 採 択

上程する定例会 提出期限

令和6年

〃

〃

令和7年

5月15日

8月15日

11月15日

2月14日

6月定例会

9月定例会

12月定例会

3月定例会

追追��跡！跡！追追��跡！跡！追�跡！ あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

町政町政をを問問うう町政町政をを問問うう町政を問う
議員による一般質問
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●請 願　※請願は、議員の紹介が必要です

●陳 情　※陳情は、議員の紹介は必要ありません

審
査
結
果
は
こ
ち
ら
か
ら

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

請
願
・
陳
情
提
出
期
限
に
つ
い
て

　
請
願
・
陳
情
の
提
出
に
は
締
切

日
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望
さ
れ
る

方
は
、
提
出
期
限
を
ご
確
認
の
上

役
場
3
階
議
会
事
務
局
へ
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

※
提
出
期
限
が
土
日
祝
の
閉
庁
日

に
当
た
る
場
合
は
そ
の
直
前
の

開
庁
日
が
期
限
と
な
り
ま
す
。

請 願・陳 情　町民の声を慎重審議！　議会の意思は

　要望を町・県・国に伝える方法として「請願」「陳情」があります。町民みずからが町議会に提出し、これ
に対して議会は、採択・不採択の意思表示をします。

の一般質問のその後をお伝えします

江口 昌史

鈴木 和江

佐名 かよ子

江幡 満世志

丹羽　勉

宮川 基英

仙田 王一

山坡 卓美

酒井 一平

町道役場前線と町道小口線について

南海トラフ地震に備えて
GIGAスクール構想タブレットについて

防災について
産前産後の支援について
子どもの遊び場の充実について
窓口での音のバリアフリーについて

第8次大口町総合計画に向けて方針を問う
補聴器購入助成を実施せよ
公園のあり方を問う

大口町立小中学校のPTAについて
自衛官募集について
減資・分社化について

町づくり支援団体へのサポートは

企業支援について

2050年カーボンニュートラルへの取り組みについて

町の広報戦略について
広報を使ったまちづくり

10

11

12

13

14

15

16

17

18

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

一般質問とは、町長（執行機関）に対して、町の考え方や町民生活に
関わる大切な内容について問いただすものです。
大口町では年4回の定例会でのみ、一般質問を行うことができます。
令和6年3月定例会では9人が一般質問を行いました。

令
和
5
年
3
月
定
例
会
に
て
質
問

1年前

大口町の空き家対策は

空き家バンクの成約件数は。

江口昌史議員の質問

携帯型緊急通報装置の導入
を

緊急通報装置は、緊急時に高
齢者の見守りに有効なツール
であり、固定電話を設置してい
ない方でも利用できる携帯型
緊急通報装置を導入する考えは。

佐名かよ子議員の質問

令和5年度における空き家バンクの登録件数は1件であった。
今後も本制度の周知に努めていく。

空き家バンクは、空き家という社会問
題を解決するためにも大変有効だと
考えるので、更なる周知をお願いする。

高齢者等の見守りに活用できるツールは多種多様。
先進事例も含め、引き続き調査研究を重ねる。

先進事例の調査研究と、見守りに有用
と思われるツールの効果などの検証
もお願いしたい。

質問者の満足度

質問者の満足度

まだまだ

がんばれ

号 題　　名

1

2

3

4

5

6

7

「議員さんに分かってほしい」、「しゃがむことが困難」、余野中央公園等のト
イレを洋式化に求める請願

「議員さんに分かってほしい」、抗がん剤治療等で働くことができなくなり、無
収入になる人に対する医療費の無償化を大口町に求める請願

「議員さんに分かってほしい」、タクシー助成券を初乗り運賃券から金額券と
し1度に2枚以上利用できるように大口町に求める請願書

「議員さんに分かってほしい」、加齢による中等程度の難聴者に補聴器購入
助成を求める請願

大口町教育委員会はいじめ防止対策推進法にある規定に反して第三者によ
る外部調査組織を常設している。常設の大口町いじめ問題対策委員会は不
当な組織であるため常設組織を即座に廃止し、臨時の外部調査組織とする
事を求める請願

大口町教育委員会のさじ加減で第三者による調査が開始される現状では子
どもを守ることは出来ない。現状を改めるために大口町いじめ問題対策委員
会に対し詳細の取り決めを求める請願

校長会等の教員の団体から毎年現金を受けとっていたことが明らかとなった
名古屋市教育委員会事務局。鈴木町長主導の下で大口町教育委員会に対し
現金などの金品の授受に対する実態の把握を含めた調査を求める請願

本会議採択結果

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

賛成少数により
不 採 択

号 題　　名

1

2

3

4

年金制度における外国人への脱退一時金の是正を求める意見書の採択を求
める陳情

職員の人権も福祉の対象者の人権も守るために、国に対して介護報酬と障
害福祉サービス等報酬の引き上げと職員配置基準改善の意見書提出を求め
る陳情

安全安心な保育を守り、職員が働き続けられる保育職場とするために、最低
基準としての保育士配置基準を引き上げ、公定価格を抜本的に改善する意
見書提出を求める陳情

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求める陳情

本会議採択結果

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
聞き置く

文教福祉常任委員会において
聞き置く

総務建設常任委員会において
不 採 択

上程する定例会 提出期限

令和6年

〃

〃

令和7年

5月15日

8月15日

11月15日

2月14日

6月定例会

9月定例会

12月定例会

3月定例会

追追��跡！跡！追追��跡！跡！追�跡！ あれからあれからどどううななったった？？あれからあれからどどううななったった？？あれからどうなった？

町政町政をを問問うう町政町政をを問問うう町政を問う
議員による一般質問
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問建

設

部

長

問建

設

部

長

問建

設

部

長

問建

設

部

長

問問 ま
ち
づ
く
り
部
長

ま
ち
づ
く
り
部
長

問地
域
協
働
部
長

問生
涯
教
育
部
長

問生
涯
教
育
部
長

小
口
線
に
お
け
る
延
伸
工
事
は

部
長 

早
期
に
工
事
着
手
を
進
め
た
い

町
道
小
口
線
・
役
場
前
線

令
和
5
年
8
月
28
日
に

開
通
し
た
小
口
線
・
役
場
前

線
は
地
域
交
通
に
ど
の
よ
う

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
。

小
口

線
と
役
場
前
線
の
開
通
に
よ

り
、
小
口
線
を
南
進
す
る
通

勤
車
両
等
が
抜
け
道
と
し
て
、

通
学
路
や
周
辺
生
活
道
路
へ

入
り
込
ん
で
い
た
も
の
が
解

消
さ
れ
、
児
童
生
徒
の
通
学

時
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

役
場
前
線
で
は
、
隣
接
す
る

商
業
施
設
及
び
役
場
利
用
者

へ
の
利
便
性
と
安
全
性
が
向

上
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
停
留
所
を
整
備
し
た
こ
と

で
、
乗
車
が
し
や
す
く
な
っ

た
と
も
考
え
て
い
る
。

小
口
線
の
延
伸
工
事
に

つ
い
て
、
樋
田
橋
か
ら
大
口

桃
花
台
線
ま
で
の
工
事
内
容

の
詳
細
は
。

小
口

線
の
道
路
規
格
、
設
計
条
件

は
車
線
数
2
、
車
線
幅
員
3
m
、

路
肩
幅
員
1
・
5
m
、
歩
道

幅
員
3
・
5
m
の
16
m
道
路

を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
道
大
口
桃
花
台
線
と
の
交

差
点
に
つ
い
て
は
、
将
来
的

に
信
号
交
差
点
と
な
る
よ
う

に
整
備
し
て
い
く
。

小
口
線
か
ら
桃
花
台
線

ま
で
の
延
伸
工
事
計
画
が
進

ん
で
い
く
現
状
に
お
い
て
、

将
来
的
な
交
通
量
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
大
口
桃
花
台
線

の
4
車
線
化
へ
の
考
え
は
。

大
口

桃
花
台
線
の
4
車
線
化
に
は

用
地
の
確
保
等
多
く
の
課
題

が
あ
る
の
で
、
小
口
線
開
通

後
に
す
ぐ
着
手
す
る
こ
と
は

困
難
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
大
口
桃
花
台
線

か
ら
国
道
41
号
へ
と
向
か
う

交
通
渋
滞
の
解
消
に
は
ど
の

よ
う
な
対
策
が
あ
る
の
か
。

渋
滞

解
消
は
検
討
す
べ
き
大
き
な

課
題
で
あ
る
の
で
、
効
果
の

高
い
対
応
策
を
検
討
し
進
め

て
い
く
。

一
般
質
問

江
口
昌
史

一
般
質
問

鈴
木
和
江

迫
り
く
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
備
え
は

部
長 

特
に
耐
震
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い

目
指
せ
耐
震
！
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

地
震
の
時
、
家
の
崩
壊

が
な
け
れ
ば
、
自
助
、
共
助

で
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。
本
町
の
危
険
家
屋
、

耐
震
が
な
さ
れ
て
い
な
い
家

屋
は
、
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

令
和

3
年
3
月
の
時
点
で
耐
震
性

の
あ
る
住
宅
が
4
6
0
7
戸
、

約
84
%
の
割
合
で
残
り
の

8
7
8
戸
、
約
16
%
は
耐
震

性
が
な
い
と
判
断
。

耐
震
化
促
進
は
、
自
治

体
の
努
力
が
鍵
と
思
う
が
本

町
で
の
助
言
は
。

耐
震

診
断
を
受
け
て
か
ら
耐
震
化

へ
と
進
む
が
、
耐
震
化
へ
の

利
用
実
績
に
は
結
び
つ
い
て

い
な
い
の
で
本
年
度
は
特
に

耐
震
化
促
進
へ
の
助
言
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。

今後の小、中学生のタブレット授業

部長 資質・能力の育成のために活用

ICT支援員の配置

本
町
の
防
災
部
署
の
女

性
の
人
数
を
問
う
。
高
齢
化

と
共
に
備
蓄
品
に
も
変
化
が

必
要
か
。

女
性

は
2
名
存
在
す
る
が
、
防
災

力
向
上
に
は
女
性
の
視
点
が

大
切
。
関
係
す
る
女
性
職
員

と
も
意
見
聴
収
や
情
報
交
換

を
交
え
女
性
の
観
点
を
大
切

に
し
て
参
り
た
い
。
能
登
半

島
地
震
の
状
況
や
今
後
の
高

齢
化
を
鑑
み
備
蓄
を
し
て
い

く
。

目
の
健
康
状
態
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
で
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ど
の

よ
う
な
目
の
健
康
観
察
が
さ

れ
て
い
る
か
。

視
力

低
下
の
児
童
・
生
徒
が
増
加

し
て
い
る
が
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
に
お
い
て
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の

使
用
に
よ
り
目
を
酷
使
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
家
庭
で

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
電
子
機
器

を
使
用
す
る
際
の
注
意
事
項

を
ま
と
め
た
物
を
配
布
し
て

指
導
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
。

現
場
の
先
生
方
が

I
C
T
機
器
を
使
い
こ
な
す

た
め
に
必
要
な
、
I
C
T
支

援
員
が
常
駐
し
て
い
る
か
を

問
う
。

令
和

3
年
度
、
4
年
度
、
5
年
度

ま
で
は
各
校
を
巡
回
し
な
が

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
方
法

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
授
業
支
援

を
先
生
方
に
行
っ
て
き
た
が
、

先
生
方
も
操
作
等
に
慣
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
令
和
6
年
度

か
ら
は
、
採
用
し
な
い
。
し

か
し
新
し
い
ア
プ
リ
や
新
制

度
等
が
導
入
さ
れ
た
場
合
は
、

I
C
T
支
援
員
の
配
置
も
考

え
る
。

大口桃花台線大口桃花台線

コミュニティーコミュニティー
ワークセンターワークセンター

五条
川

五条
川

役場
前線

役場
前線

図書館図書館 オ
ー
ク
マ

オ
ー
ク
マ

温
水
プ
ー
ル

温
水
プ
ー
ル

小
口
線

小
口
線

中央公民館中央公民館

グラウンドグラウンド

学校給食学校給食
センターセンター

大口桃花台線

コミュニティー
ワークセンター

五条
川

役場
前線

図書館 オ
ー
ク
マ

温
水
プ
ー
ル

小
口
線

中央公民館

オークマ
グラウンド

学校給食
センター
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問建

設

部

長

問建

設

部

長

問建

設

部

長

問建

設

部

長

問問 ま
ち
づ
く
り
部
長

ま
ち
づ
く
り
部
長

問地
域
協
働
部
長

問生
涯
教
育
部
長

問生
涯
教
育
部
長

小
口
線
に
お
け
る
延
伸
工
事
は

部
長 

早
期
に
工
事
着
手
を
進
め
た
い

町
道
小
口
線
・
役
場
前
線

令
和
5
年
8
月
28
日
に

開
通
し
た
小
口
線
・
役
場
前

線
は
地
域
交
通
に
ど
の
よ
う

な
変
化
を
も
た
ら
し
た
の
か
。

小
口

線
と
役
場
前
線
の
開
通
に
よ

り
、
小
口
線
を
南
進
す
る
通

勤
車
両
等
が
抜
け
道
と
し
て
、

通
学
路
や
周
辺
生
活
道
路
へ

入
り
込
ん
で
い
た
も
の
が
解

消
さ
れ
、
児
童
生
徒
の
通
学

時
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
た

も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

役
場
前
線
で
は
、
隣
接
す
る

商
業
施
設
及
び
役
場
利
用
者

へ
の
利
便
性
と
安
全
性
が
向

上
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
停
留
所
を
整
備
し
た
こ
と

で
、
乗
車
が
し
や
す
く
な
っ

た
と
も
考
え
て
い
る
。

小
口
線
の
延
伸
工
事
に

つ
い
て
、
樋
田
橋
か
ら
大
口

桃
花
台
線
ま
で
の
工
事
内
容

の
詳
細
は
。

小
口

線
の
道
路
規
格
、
設
計
条
件

は
車
線
数
2
、
車
線
幅
員
3
m
、

路
肩
幅
員
1
・
5
m
、
歩
道

幅
員
3
・
5
m
の
16
m
道
路

を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
道
大
口
桃
花
台
線
と
の
交

差
点
に
つ
い
て
は
、
将
来
的

に
信
号
交
差
点
と
な
る
よ
う

に
整
備
し
て
い
く
。

小
口
線
か
ら
桃
花
台
線

ま
で
の
延
伸
工
事
計
画
が
進

ん
で
い
く
現
状
に
お
い
て
、

将
来
的
な
交
通
量
の
増
加
が

予
想
さ
れ
る
大
口
桃
花
台
線

の
4
車
線
化
へ
の
考
え
は
。

大
口

桃
花
台
線
の
4
車
線
化
に
は

用
地
の
確
保
等
多
く
の
課
題

が
あ
る
の
で
、
小
口
線
開
通

後
に
す
ぐ
着
手
す
る
こ
と
は

困
難
と
考
え
て
い
る
。

今
後
、
大
口
桃
花
台
線

か
ら
国
道
41
号
へ
と
向
か
う

交
通
渋
滞
の
解
消
に
は
ど
の

よ
う
な
対
策
が
あ
る
の
か
。

渋
滞

解
消
は
検
討
す
べ
き
大
き
な

課
題
で
あ
る
の
で
、
効
果
の

高
い
対
応
策
を
検
討
し
進
め

て
い
く
。

一
般
質
問

江
口
昌
史

一
般
質
問

鈴
木
和
江

迫
り
く
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
備
え
は

部
長 

特
に
耐
震
を
働
き
か
け
て
い
き
た
い

目
指
せ
耐
震
！
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト

地
震
の
時
、
家
の
崩
壊

が
な
け
れ
ば
、
自
助
、
共
助

で
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き
る

と
思
う
。
本
町
の
危
険
家
屋
、

耐
震
が
な
さ
れ
て
い
な
い
家

屋
は
、
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。

令
和

3
年
3
月
の
時
点
で
耐
震
性

の
あ
る
住
宅
が
4
6
0
7
戸
、

約
84
%
の
割
合
で
残
り
の

8
7
8
戸
、
約
16
%
は
耐
震

性
が
な
い
と
判
断
。

耐
震
化
促
進
は
、
自
治

体
の
努
力
が
鍵
と
思
う
が
本

町
で
の
助
言
は
。

耐
震

診
断
を
受
け
て
か
ら
耐
震
化

へ
と
進
む
が
、
耐
震
化
へ
の

利
用
実
績
に
は
結
び
つ
い
て

い
な
い
の
で
本
年
度
は
特
に

耐
震
化
促
進
へ
の
助
言
に
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
。

今後の小、中学生のタブレット授業

部長 資質・能力の育成のために活用

ICT支援員の配置

本
町
の
防
災
部
署
の
女

性
の
人
数
を
問
う
。
高
齢
化

と
共
に
備
蓄
品
に
も
変
化
が

必
要
か
。

女
性

は
2
名
存
在
す
る
が
、
防
災

力
向
上
に
は
女
性
の
視
点
が

大
切
。
関
係
す
る
女
性
職
員

と
も
意
見
聴
収
や
情
報
交
換

を
交
え
女
性
の
観
点
を
大
切

に
し
て
参
り
た
い
。
能
登
半

島
地
震
の
状
況
や
今
後
の
高

齢
化
を
鑑
み
備
蓄
を
し
て
い

く
。

目
の
健
康
状
態
は
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
の
使
用
で
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
。
ど
の

よ
う
な
目
の
健
康
観
察
が
さ

れ
て
い
る
か
。

視
力

低
下
の
児
童
・
生
徒
が
増
加

し
て
い
る
が
、
日
々
の
暮
ら

し
の
中
に
お
い
て
も
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の

使
用
に
よ
り
目
を
酷
使
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
家
庭
で

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
電
子
機
器

を
使
用
す
る
際
の
注
意
事
項

を
ま
と
め
た
物
を
配
布
し
て

指
導
を
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
。

現
場
の
先
生
方
が

I
C
T
機
器
を
使
い
こ
な
す

た
め
に
必
要
な
、
I
C
T
支

援
員
が
常
駐
し
て
い
る
か
を

問
う
。

令
和

3
年
度
、
4
年
度
、
5
年
度

ま
で
は
各
校
を
巡
回
し
な
が

ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
活
用
方
法

の
ア
ド
バ
イ
ス
や
授
業
支
援

を
先
生
方
に
行
っ
て
き
た
が
、

先
生
方
も
操
作
等
に
慣
れ
た

こ
と
も
あ
り
、
令
和
6
年
度

か
ら
は
、
採
用
し
な
い
。
し

か
し
新
し
い
ア
プ
リ
や
新
制

度
等
が
導
入
さ
れ
た
場
合
は
、

I
C
T
支
援
員
の
配
置
も
考

え
る
。

大口桃花台線大口桃花台線

コミュニティーコミュニティー
ワークセンターワークセンター

五条
川

五条
川

役場
前線

役場
前線

図書館図書館 オ
ー
ク
マ

オ
ー
ク
マ

温
水
プ
ー
ル

温
水
プ
ー
ル

小
口
線

小
口
線

中央公民館中央公民館

グラウンドグラウンド

学校給食学校給食
センターセンター

大口桃花台線

コミュニティー
ワークセンター

五条
川

役場
前線

図書館 オ
ー
ク
マ

温
水
プ
ー
ル

小
口
線

中央公民館

オークマ
グラウンド

学校給食
センター
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一般質問（鈴木議員）
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問健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問総

務

部

長

問

地
域
協
働
部
長

問地
域
協
働
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問

建

設

部

長

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
の
考
え
は

部
長
 
日
帰
り
・
訪
問
型
を
R
6
年
度
か
ら
実
施

産
後
ケ
ア

産
後
ケ
ア
事
業
が
よ
り

利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

日
帰
り
・
訪
問
型
等
の
選
択

肢
も
必
要
で
は
な
い
か
。産

後

ケ
ア
事
業
は
、
核
家
族
化
等

に
よ
り
周
り
か
ら
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

に
な
り
、
よ
り
一
層
の
支
援

が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

宿
泊
型
に
追
加
し
、
日
帰
り

や
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア
を
令

和
6
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

現
在
産
後
ケ
ア
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
対

象
は
、
本
町
に
住
民
票
が
あ

る
産
後
4
カ
月
ま
で
の
お
母

さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
と
な
っ
て

い
る
。
訪
問
型
に
つ
い
て
、

生
後
4
カ
月
以
降
の
拡
充
の

考
え
は
。

訪
問

型
に
つ
い
て
は
生
後
4
カ
月

以
降
1
歳
未
満
の
乳
児
を
持

つ
お
母
さ
ん
も
対
応
で
き
、

安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
支

援
を
し
て
い
く
。

町
の
公
式
L
I
N
E
を

使
っ
て
、
防
災
情
報
を
一
覧

的
に
表
示
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
構
築
・
検
討
で
き
な

い
か
。

広
報

・
広
聴
業
務
を
所
管
し
て
い

る
秘
書
広
報
室
と
防
災
業
務

を
所
管
し
て
い
る
町
民
安
全

課
に
て
調
整
し
、
検
討
し
て

い
く
。各

地
域
の
防
災
会
議
等

で
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

H
U
G
を
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
。

各
地

域
自
治
組
織
と
行
政
区
が
連

携
し
た
取
り
組
み
と
し
て
有

用
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
折
を
見
て
ご
案
内

が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

防
災
グ
ッ
ズ
や
避
難
所

備
品
を
町
役
場
な
ど
の
公
共

施
設
で
展
示
し
て
は
ど
う
か
。

町
民

の
方
の
防
災
意
識
向
上
を
よ

り
図
る
た
め
、
役
場
玄
関
ロ

ビ
ー
な
ど
に
お
い
て
展
示
す

る
方
向
で
検
討
す
る
。

一
般
質
問

佐
名
か
よ
子

一
般
質
問

江
幡
満
世
志

聴
力
検
査
を
特
定
健
診
項
目
に

部
長 

国
の
研
究
結
果
や
動
向
を
注
視
す
る

補
聴
器
購
入
助
成
を
実
施
せ
よ

聴
力
検
査
を
特
定
健
診

に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
に

よ
り
統
一
的
に
定
め
ら
れ
た

健
診
項
目
に
よ
り
実
施
し
て

お
り
、
目
的
が
糖
尿
病
な
ど

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
、

重
症
化
予
防
に
あ
る
た
め
聴

力
検
査
は
健
診
項
目
に
加
え

る
考
え
は
な
い
。

公園施設の整備等、順次対応を

部長 増築や改築工事を計画している

公園等のトイレを洋式にせよ

防災グッズや避難所備品の展示を

部長 展示する方向で検討

防災への取り組み

W
H
O
基
準
で
補
聴
器

購
入
助
成
を
し
て
欲
し
い
。

W
H

O
の
認
知
症
リ
ス
ク
低
減
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

補
聴
器
使
用
を
推
奨
す
る
科

学
的
根
拠
は
不
十
分
と
さ
れ

て
い
る
。
実
施
す
る
市
町
村

も
増
え
て
お
り
、
一
方
で
は
、

取
り
や
め
た
例
も
あ
る
。
補

助
の
内
容
も
様
々
で
国
の
研

究
結
果
や
動
向
を
注
視
し
つ

つ
検
討
し
て
ま
い
る
。

公
園
等
に
あ
る
ト
イ
レ

の
状
況
は
。
和
式
水
洗
・
洋

式
水
洗
・
小
用
便
器
・
多
目

的
ト
イ
レ
の
実
情
を
示
せ
。

ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
13
都

市
公
園
の
う
ち
、
洋
式
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
公

園
は
、
余
野
2
号
公
園
・
余

野
4
号
公
園
・
余
野
5
号
公

園
・
竹
田
公
園
だ
が
増
設
や

改
築
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

令
和
6
年
度
は
竹
田
公
園
に

増
設
を
計
画
し
て
お
り
、
他

の
3
園
も
増
設
・
改
築
を
行

う
計
画
で
あ
る
。

【用語解説】
　避難所運営 ゲーム（HUG）とは

　避難所運営をみんなで考えるため
のアプローチとして、静岡県が開発し
た図上訓練型のゲームです。「避難所

（H）・運営（U）・ゲーム（G）」の頭文字
をとり「ハグ」と読みます。
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一般質問（佐名議員）

令和6年3月定例会
一般質問（江幡議員）
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問健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問総

務

部

長

問

地
域
協
働
部
長

問地
域
協
働
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問健
康
福
祉
部
長

問

建

設

部

長

産
後
ケ
ア
事
業
の
拡
充
の
考
え
は

部
長
 
日
帰
り
・
訪
問
型
を
R
6
年
度
か
ら
実
施

産
後
ケ
ア

産
後
ケ
ア
事
業
が
よ
り

利
用
し
や
す
く
な
る
よ
う
、

日
帰
り
・
訪
問
型
等
の
選
択

肢
も
必
要
で
は
な
い
か
。産

後

ケ
ア
事
業
は
、
核
家
族
化
等

に
よ
り
周
り
か
ら
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
難
し
い
状
況

に
な
り
、
よ
り
一
層
の
支
援

が
必
要
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

宿
泊
型
に
追
加
し
、
日
帰
り

や
訪
問
型
の
産
後
ケ
ア
を
令

和
6
年
度
か
ら
実
施
す
る
。

現
在
産
後
ケ
ア
事
業
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
対

象
は
、
本
町
に
住
民
票
が
あ

る
産
後
4
カ
月
ま
で
の
お
母

さ
ん
と
赤
ち
ゃ
ん
と
な
っ
て

い
る
。
訪
問
型
に
つ
い
て
、

生
後
4
カ
月
以
降
の
拡
充
の

考
え
は
。

訪
問

型
に
つ
い
て
は
生
後
4
カ
月

以
降
1
歳
未
満
の
乳
児
を
持

つ
お
母
さ
ん
も
対
応
で
き
、

安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
支

援
を
し
て
い
く
。

町
の
公
式
L
I
N
E
を

使
っ
て
、
防
災
情
報
を
一
覧

的
に
表
示
で
き
る
よ
う
な
仕

組
み
を
構
築
・
検
討
で
き
な

い
か
。

広
報

・
広
聴
業
務
を
所
管
し
て
い

る
秘
書
広
報
室
と
防
災
業
務

を
所
管
し
て
い
る
町
民
安
全

課
に
て
調
整
し
、
検
討
し
て

い
く
。各

地
域
の
防
災
会
議
等

で
、
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム

H
U
G
を
取
り
入
れ
て
は
ど

う
か
。

各
地

域
自
治
組
織
と
行
政
区
が
連

携
し
た
取
り
組
み
と
し
て
有

用
な
も
の
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
折
を
見
て
ご
案
内

が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

防
災
グ
ッ
ズ
や
避
難
所

備
品
を
町
役
場
な
ど
の
公
共

施
設
で
展
示
し
て
は
ど
う
か
。

町
民

の
方
の
防
災
意
識
向
上
を
よ

り
図
る
た
め
、
役
場
玄
関
ロ

ビ
ー
な
ど
に
お
い
て
展
示
す

る
方
向
で
検
討
す
る
。

一
般
質
問

佐
名
か
よ
子

一
般
質
問

江
幡
満
世
志

聴
力
検
査
を
特
定
健
診
項
目
に

部
長 

国
の
研
究
結
果
や
動
向
を
注
視
す
る

補
聴
器
購
入
助
成
を
実
施
せ
よ

聴
力
検
査
を
特
定
健
診

に
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
に

よ
り
統
一
的
に
定
め
ら
れ
た

健
診
項
目
に
よ
り
実
施
し
て

お
り
、
目
的
が
糖
尿
病
な
ど

生
活
習
慣
病
の
早
期
発
見
や
、

重
症
化
予
防
に
あ
る
た
め
聴

力
検
査
は
健
診
項
目
に
加
え

る
考
え
は
な
い
。

公園施設の整備等、順次対応を

部長 増築や改築工事を計画している

公園等のトイレを洋式にせよ

防災グッズや避難所備品の展示を

部長 展示する方向で検討

防災への取り組み

W
H
O
基
準
で
補
聴
器

購
入
助
成
を
し
て
欲
し
い
。

W
H

O
の
認
知
症
リ
ス
ク
低
減
の

た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は

補
聴
器
使
用
を
推
奨
す
る
科

学
的
根
拠
は
不
十
分
と
さ
れ

て
い
る
。
実
施
す
る
市
町
村

も
増
え
て
お
り
、
一
方
で
は
、

取
り
や
め
た
例
も
あ
る
。
補

助
の
内
容
も
様
々
で
国
の
研

究
結
果
や
動
向
を
注
視
し
つ

つ
検
討
し
て
ま
い
る
。

公
園
等
に
あ
る
ト
イ
レ

の
状
況
は
。
和
式
水
洗
・
洋

式
水
洗
・
小
用
便
器
・
多
目

的
ト
イ
レ
の
実
情
を
示
せ
。

ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
る
13
都

市
公
園
の
う
ち
、
洋
式
ト
イ

レ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
公

園
は
、
余
野
2
号
公
園
・
余

野
4
号
公
園
・
余
野
5
号
公

園
・
竹
田
公
園
だ
が
増
設
や

改
築
な
ど
を
進
め
て
お
り
、

令
和
6
年
度
は
竹
田
公
園
に

増
設
を
計
画
し
て
お
り
、
他

の
3
園
も
増
設
・
改
築
を
行

う
計
画
で
あ
る
。

【用語解説】
　避難所運営 ゲーム（HUG）とは

　避難所運営をみんなで考えるため
のアプローチとして、静岡県が開発し
た図上訓練型のゲームです。「避難所

（H）・運営（U）・ゲーム（G）」の頭文字
をとり「ハグ」と読みます。
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令和6年3月定例会
一般質問（江幡議員）
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問生
涯
教
育
部
長

問生
涯
教
育
部
長

問

教

育

長

問建

設

部

長

問建

設

部

長

問

地
域
協
働
部
長

問

建

設

部

長

目
的
と
役
割
は

部
長 

児
童
生
徒
の
健
全
な
発
達
を
目
指
す

P
T
A
の
あ
り
方

P
T
A
は
社
会
教
育
団

体
の
一
つ
で
任
意
団
体
で
あ

る
が
そ
の
目
的
と
役
割
は
。

保
護

者
と
教
職
員
が
協
力
し
、
児

童
生
徒
の
健
全
な
発
達
と
福

祉
の
増
進
を
図
る
と
と
も
に

会
員
相
互
の
研
修
と
親
睦
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

ま
た
、
学
校
、
家
庭
、
地
域

の
連
携
に
よ
り
、
教
育
的
環

境
の
整
備
充
実
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

登
下
校
の
見
守
り
な
ど

地
域
と
の
活
動
は
。

あ
い

さ
つ
運
動
、
通
学
路
の
危
険

個
所
・
避
難
場
所
調
査
、
中

学
校
の
資
源
回
収
な
ど
地
域

と
の
連
携
が
は
か
ら
れ
て
い

る
。

学
校
と
い
う
組
織
に

P
T
A
不
要
論
を
見
か
け
る

が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
、
ま
た
、
そ
の
必
要
性

は
。

世
間

に
P
T
A
不
要
論
の
よ
う
な

考
え
方
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
て
い
る
が
、
P
T
A
活
動

は
保
護
者
と
学
校
が
協
力
し

て
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育

成
に
向
け
活
動
で
き
る
大
切

な
場
で
あ
り
、
保
護
者
と
教

職
員
が
「
子
ど
も
の
教
育
」

と
い
う
共
通
の
関
心
で
結
ば

れ
た
団
体
と
し
て
、
「
大
口

の
子
ど
も
は
大
口
で
育
て
る
、

大
口
の
子
ど
も
は
大
口
で
育

つ
」
の
も
と
、
進
化
発
展
さ

せ
る
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え

る
。

一
般
質
問

丹
羽
　
勉

一
般
質
問

宮
川
基
英

後
継
者
不
足
へ
の
対
策
は

部
長 

草
刈
り
団
体
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
も
検
討

町
づ
く
り
支
援
団
体
へ
の
サ
ポ
ー
ト
は

現
在
、
町
内
に
お
い
て

草
刈
り
活
動
に
従
事
し
て
い

る
団
体
は
い
く
つ
あ
る
か
。

町
内

の
河
川
及
び
道
路
に
お
い
て

草
刈
り
等
の
活
動
を
し
て
頂

い
て
い
る
団
体
は
10
団
体
あ

る
。

草
刈
り
活
動
中
の
事
故

や
怪
我
は
ど
の
よ
う
に
補
償

さ
れ
る
か
。

「
大

口
町
団
体
活
動
総
合
補
償
」

に
よ
り
補
償
さ
れ
る
。
ま
た
、

町
が
発
注
す
る
河
川
の
草
刈

り
業
務
契
約
に
お
い
て
、
団

体
が
任
意
保
険
へ
の
加
入
を

希
望
す
る
際
に
は
、
そ
の
保

険
相
当
額
を
加
算
し
て
契
約

を
さ
せ
て
頂
い
て
い
る
。

今
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
活
性
化
の
た
め
に
、
町

と
し
て
取
り
得
る
施
策
は
あ

る
か
。

町
と

し
て
は
、
お
一
人
お
ひ
と
り

が
持
つ
「
何
か
や
っ
て
み
た

い
」
と
い
う
自
発
的
な
想
い

を
行
動
に
移
せ
る
た
め
の
後

押
し
を
し
た
り
、
全
国
の
事

例
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
大

口
町
の
実
情
に
照
ら
し
合
わ

せ
た
有
効
な
支
援
策
に
つ
い

て
も
調
査
・
研
究
し
て
い
き

た
い
。

高
齢
化
・
後
継
者
不
足

で
草
刈
り
従
事
者
が
減
少
し

た
場
合
、
町
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
る
必
要
が
あ
る
か
。

事
業

継
続
へ
の
懸
念
は
、
他
の
団

体
関
係
者
か
ら
も
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

特
に
、
五
条
川
の
草
刈
り
活

動
は
桜
の
景
観
保
存
と
密
接

な
関
係
に
あ
り
、
活
動
継
続

の
た
め
の
対
策
が
必
要
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
令
和
6
年

度
よ
り
、
「
大
口
町
桜
保
存

会
」
を
設
立
し
、
苗
木
育
成

と
補
植
を
始
め
、
草
刈
り
団

体
活
動
へ
の
サ
ポ
ー
ト
も
検

討
し
て
い
く
。

大口中学校資源回収のようす

令和6年3月定例会
一般質問（丹羽議員）

令和6年3月定例会
一般質問（宮川議員）

おおぐち議会だより　No.240
令和6年4月18日発行

おおぐち議会だより　No.240
令和6年4月18日発行
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問
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目
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部
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児
童
生
徒
の
健
全
な
発
達
を
目
指
す

P
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の
あ
り
方

P
T
A
は
社
会
教
育
団

体
の
一
つ
で
任
意
団
体
で
あ

る
が
そ
の
目
的
と
役
割
は
。

保
護

者
と
教
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員
が
協
力
し
、
児

童
生
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の
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全
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と
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の
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進
を
図
る
と
と
も
に

会
員
相
互
の
研
修
と
親
睦
を

図
る
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と
を
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る
。

ま
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、
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、
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庭
、
地
域

の
連
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に
よ
り
、
教
育
的
環

境
の
整
備
充
実
す
る
こ
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が
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ら
れ
る
。
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下
校
の
見
守
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な
ど

地
域
と
の
活
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は
。

あ
い

さ
つ
運
動
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通
学
路
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危
険

個
所
・
避
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調
査
、
中

学
校
の
資
源
回
収
な
ど
地
域

と
の
連
携
が
は
か
ら
れ
て
い

る
。

学
校
と
い
う
組
織
に

P
T
A
不
要
論
を
見
か
け
る

が
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い

る
か
、
ま
た
、
そ
の
必
要
性

は
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世
間

に
P
T
A
不
要
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の
よ
う
な

考
え
方
が
あ
る
こ
と
は
認
識

し
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る
が
、
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動
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者
と
学
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が
協
力
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て
、
子
ど
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た
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の
健
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成
に
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動
で
き
る
大
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な
場
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あ
り
、
保
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者
と
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が
「
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」

と
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う
共
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で
結
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団
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て
る
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大
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。
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活
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に
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は
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か
。
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内
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河
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及
び
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路
に
お
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て

草
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等
の
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動
を
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頂
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て
い
る
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は
10
団
体
あ

る
。
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中
の
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や
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の
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に
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か
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が
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、
団

体
が
任
意
保
険
へ
の
加
入
を
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は
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、
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と
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取
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る
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と
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が
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と
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、
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取
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懸
念
は
、
他
の
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る
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に
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に
、
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は
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存
と
密
接

な
関
係
に
あ
り
、
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の
対
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が
必
要
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え
る
。
そ
こ
で
、
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和
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よ
り
、
「
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、
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問ま
ち
づ
く
り
部
長

問ま
ち
づ
く
り
部
長

問ま
ち
づ
く
り
部
長

問ま
ち
づ
く
り
部
長

問ま
ち
づ
く
り
部
長

問総

務

部

長

問

ま
ち
づ
く
り
部
長

企
業
誘
致
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は

部
長 

農
業
、商
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮

企
業
支
援
に
つ
い
て

「
大
口
町
企
業
立
地
促

進
事
業
奨
励
金
」
及
び
「
大

口
町
内
企
業
再
投
資
促
進
補

助
金
」
を
利
用
し
た
企
業
の

実
績
と
内
訳
は
。

「
大

口
町
企
業
立
地
促
進
事
業
奨

励
金
（
企
業
立
地
の
安
定
か

つ
促
進
を
図
る
た
め
、
大
口

町
内
で
工
場
等
の
新
増
設
又

は
償
却
資
産
の
取
得
を
行
う

事
業
者
へ
の
奨
励
金
）
」
に

よ
る
利
用
は
、
新
設
奨
励
金

4
件
、
増
設
奨
励
金
6
件
、

償
却
資
産
取
得
奨
励
金
33
件

の
合
計
43
件
「
大
口
町
内
企

業
再
投
資
促
進
補
助
金
（
愛

知
県
に
20
年
以
上
立
地
し
か

つ
大
口
町
に
10
年
以
上
工
場

等
を
立
地
す
る
事
業
者
が
、

新
た
に
工
場
等
を
新
増
設
す

る
場
合
の
補
助
金
）
」
に
よ

る
利
用
は
合
計
11
件
で
あ
っ

た
。

こ
れ
ら
の
施
策
に
よ
る

固
定
資
産
税
及
び
法
人
町
民

税
の
推
移
は
。

こ
れ

ら
の
施
策
の
結
果
、
令
和
5

年
度
当
初
予
算
で
固
定
資
産

税
は
34
億
2
3
3
5
万
円
と

な
り
、
歳
入
に
占
め
る
割
合

は
30
・
6
%
に
、
法
人
町
民

税
は
7
億
5
2
5
5
万
円
で
、

同
6
・
7
%
と
な
っ
た
。
特

に
固
定
資
産
税
は
、
景
気
の

動
向
に
あ
ま
り
左
右
さ
れ
な

い
安
定
的
な
財
源
で
あ
る
。

一
般
質
問

仙
田
王
一

一
般
質
問

山
坡

卓
美

排
出
ガ
ス
削
減
目
標
達
成
へ
の
道
筋
は

部
長 

R
7
年
度
検
証
を
踏
ま
え
見
直
し
検
討

大
口
町
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
目
標
に
対
し
て
、
現
在
の

実
績
と
そ
の
評
価
は
。

2
0

2
2
年
度
実
績
値
は
、
「
事

務
事
業
編
」
に
つ
い
て
、
増

減
率
で
算
定
す
る
と
19
%
の

削
減
。
ま
た
、
「
区
域
施
策

編
」
に
つ
い
て
は
、

2
0
2
0
年
度
の
短
期
目
標

と
2
0
3
0
年
度
の
中
期
目

標
の
中
間
に
あ
た
る

2
0
2
5
年
度
に
、
排
出
量

の
実
績
調
査
を
行
う
予
定
。

評
価
に
つ
い
て
は
、
2
0

1
3
年
度
と
2
0
2
2
年
度

を
比
較
し
、
部
門
別
で
は
、

電
気
、
ガ
ソ
リ
ン
、
L
P
ガ

ス
は
減
少
傾
向
に
あ
る
も
の

の
、
都
市
ガ
ス
が
増
加
傾
向

に
あ
る
。

国
や
県
の
環
境
に
対
す

る
方
針
が
見
直
さ
れ
て
い
る
。

本
町
の
実
行
計
画
の
見
直
し

は
。

「
区

域
施
策
編
」
に
つ
い
て
は
、

国
や
県
の
施
策
は
見
直
さ
れ

た
が
、
目
標
の
達
成
状
況
に

つ
い
て
は
、
2
0
2
5
年
度

に
検
証
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
見
直

し
を
検
討
し
て
い
く
。

本
町
の
取
組
を
加
速
す

る
た
め
に
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
宣
言
の
考
え
は
。

宣
言

を
す
る
に
は
町
民
や
企
業
の

一
定
の
理
解
や
共
通
認
識
を

持
つ
こ
と
も
大
切
。
ま
た
、

2
0
5
0
年
度
に
二
酸
化
炭

素
実
質
排
出
量
ゼ
ロ
へ
の
取

組
に
つ
い
て
も
研
究
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
今
後
、
他

の
事
例
も
研
究
し
な
が
ら
検

討
す
る
。

本
町
公
用
車
更
新
に
お

い
て
、
新
車
に
限
ら
ず
、
中

古
車
両
（
電
動
車
）
も
加
え

て
は
。

中
古

車
の
購
入
に
あ
た
っ
て
は
車

両
の
状
態
が
一
様
で
は
な
く
、

購
入
す
る
際
の
仕
様
書
の
作

成
も
煩
雑
に
な
り
、
不
具
合

発
生
時
の
対
応
も
ま
ち
ま
ち

と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、

中
古
車
を
対
象
に
含
め
る
こ

と
は
消
極
的
に
な
ら
ざ
る
を

得
な
い
。

企
業
誘
致
と
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
の
関
係

と
、
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
は
。

都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
あ

る
工
業
ゾ
ー
ン
へ
の
誘
致
を

行
っ
て
き
た
が
、
令
和
6
年

度
の
当
初
予
算
で
固
定
資
産

税
額
が
、
当
初
目
標
と
し
て

い
た
額
と
な
っ
た
の
で
、
今

後
は
、
企
業
誘
致
、
農
業
や

商
業
な
ど
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

慮
し
、
一
度
立
ち
止
ま
っ
て

方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。
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問総

務

部

長

問総

務

部

長

問総

務

部

長

大
口
町
の
魅
力
と
今
後
の
戦
略
と
は

部
長 

町
に
誇
り
を
持
つ
住
民
を
増
や
し
た
い

広
報
を
使
っ
た
ま
ち
づ
く
り

一
般
質
問

酒
井
一
平

本
町
で
は
大
口
町
の
魅

力
は
何
と
考
え
る
か
。

五
条

川
の
桜
並
木
、
小
口
城
址
公

園
を
は
じ
め
と
す
る
史
跡
や

堀
尾
吉
晴
公
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
の
歴
史
的
魅
力
が
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
30
年
代
か
ら
の

企
業
誘
致
に
よ
る
た
く
さ
ん

の
企
業
や
各
地
域
に
ス
ー
パ

ー
や
病
院
も
立
地
し
て
お
り
、

緑
豊
か
な
田
園
風
景
も
共
存

し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
他

に
誇
れ
る
一
番
の
魅
力
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

大
口
町
の
フ
ァ
ン
を
増

や
す
広
報
、
若
い
世
代
の
町

民
参
加
型
の
広
報
を
し
て
い

っ
て
は
ど
う
か
。

現
在

の
と
こ
ろ
特
別
な
企
画
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
大
口
町

の
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

多
く
の
方
へ
届
け
ら
れ
る
よ

う
、
現
在
あ
る
情
報
発
信
媒

体
の
特
色
を
理
解
し
、
よ
り

効
果
的
な
活
用
を
し
て
い
き

た
い
。

自
慢
で
き
る
大
口
町
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
結
果
的

に
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。

現
本

町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

大
口
町
に
誇
り
を
持
て
る
住

民
を
増
や
し
、
一
人
ひ
と
り

が
想
い
を
発
信
す
る
こ
と
で

そ
の
想
い
が
広
が
っ
て
い
く

事
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
一
連
の
活
動
で
、
大

口
町
の
魅
力
を
知
る
住
民
や

大
口
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

が
増
え
、
情
報
交
換
が
活
発

に
さ
れ
る
こ
と
が
、
大
口
町

に
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
つ
な

が
り
、
大
口
町
の
た
め
に
何

か
し
た
い
と
思
う
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　
2
月
4
日
に
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
サ
ポ
ー
ト
隊
」
の

皆
様
と
活
動
の
現
状
と
バ
ス

の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。
バ
ス
の

抱
え
る
課
題
解
決
に
必
要
な

こ
と
は
、
協
力
し
て
町
に
要

望
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
1
月
24
日
に
「
デ
ジ
タ
ル
発
信

の
活
用
を
考
え
る
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
多
様
な
S
N
S
を

使
っ
た
議
会
活
動
の
発
信
方
法
と

そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

学
び
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

「
何
を
ど
の
よ
う
に
町
民
の
皆
様

に
伝
え
て
い
く
か
」
を
中
心
に
活

発
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
S
N
S

の
活
用
は
議
員
個
人
間
で
差
が
あ

る
も
の
の
、
思
い
は
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
1
月
25
日
、
扶
桑
町
議
会
の
議
会

だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
の
皆
様
の

行
政
視
察
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
広
報
改
革
を
目
指
し
て
い
る
扶
桑

町
議
会
が
来
庁
さ
れ
、
議
員
自
身
の

手
で
作
成
し
て
い
る
本
町
の
編
集
方

法
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
2
月
1
日
に
「
小
中
学
校

P
T
A
役
員
」
の
皆
様
と
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
リ
ト
ル

ベ
ア
ー
ズ
」
の
皆
様
と
の
2

部
制
で
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
や
現
状
と
課
題
、
本

町
の
子
育
て
事
業
に
対
す
る

要
望
等
の
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

町民の皆様との

意見交換会

町民の皆様にさらに関心を持っていただくために

扶
桑
町
議
会
議
員
の

皆
様
が
来
庁

広
聴
広
報
常
任
委
員
会
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く
り

一
般
質
問

酒
井
一
平

本
町
で
は
大
口
町
の
魅

力
は
何
と
考
え
る
か
。

五
条

川
の
桜
並
木
、
小
口
城
址
公

園
を
は
じ
め
と
す
る
史
跡
や

堀
尾
吉
晴
公
ゆ
か
り
の
地
と

し
て
の
歴
史
的
魅
力
が
あ
る
。

ま
た
、
昭
和
30
年
代
か
ら
の

企
業
誘
致
に
よ
る
た
く
さ
ん

の
企
業
や
各
地
域
に
ス
ー
パ

ー
や
病
院
も
立
地
し
て
お
り
、

緑
豊
か
な
田
園
風
景
も
共
存

し
て
い
る
と
い
う
点
は
、
他

に
誇
れ
る
一
番
の
魅
力
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

大
口
町
の
フ
ァ
ン
を
増

や
す
広
報
、
若
い
世
代
の
町

民
参
加
型
の
広
報
を
し
て
い

っ
て
は
ど
う
か
。

現
在

の
と
こ
ろ
特
別
な
企
画
は
検

討
し
て
い
な
い
が
、
大
口
町

の
魅
力
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を

多
く
の
方
へ
届
け
ら
れ
る
よ

う
、
現
在
あ
る
情
報
発
信
媒

体
の
特
色
を
理
解
し
、
よ
り

効
果
的
な
活
用
を
し
て
い
き

た
い
。

自
慢
で
き
る
大
口
町
を

作
っ
て
い
く
こ
と
が
結
果
的

に
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸

成
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い

か
。

現
本

町
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

大
口
町
に
誇
り
を
持
て
る
住

民
を
増
や
し
、
一
人
ひ
と
り

が
想
い
を
発
信
す
る
こ
と
で

そ
の
想
い
が
広
が
っ
て
い
く

事
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
一
連
の
活
動
で
、
大

口
町
の
魅
力
を
知
る
住
民
や

大
口
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人

が
増
え
、
情
報
交
換
が
活
発

に
さ
れ
る
こ
と
が
、
大
口
町

に
誇
り
を
持
つ
こ
と
に
つ
な

が
り
、
大
口
町
の
た
め
に
何

か
し
た
い
と
思
う
シ
ビ
ッ
ク

プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
つ
な
が

っ
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い

る
。

総
務
建
設
常
任
委
員
会

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

　
2
月
4
日
に
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
サ
ポ
ー
ト
隊
」
の

皆
様
と
活
動
の
現
状
と
バ
ス

の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
意
見

を
交
わ
し
ま
し
た
。
バ
ス
の

抱
え
る
課
題
解
決
に
必
要
な

こ
と
は
、
協
力
し
て
町
に
要

望
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。

　
1
月
24
日
に
「
デ
ジ
タ
ル
発
信

の
活
用
を
考
え
る
研
修
会
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
多
様
な
S
N
S
を

使
っ
た
議
会
活
動
の
発
信
方
法
と

そ
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を

学
び
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
し
て
、

「
何
を
ど
の
よ
う
に
町
民
の
皆
様

に
伝
え
て
い
く
か
」
を
中
心
に
活

発
な
意
見
が
出
ま
し
た
。
S
N
S

の
活
用
は
議
員
個
人
間
で
差
が
あ

る
も
の
の
、
思
い
は
同
じ
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
1
月
25
日
、
扶
桑
町
議
会
の
議
会

だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会
の
皆
様
の

行
政
視
察
受
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

　
広
報
改
革
を
目
指
し
て
い
る
扶
桑

町
議
会
が
来
庁
さ
れ
、
議
員
自
身
の

手
で
作
成
し
て
い
る
本
町
の
編
集
方

法
等
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
2
月
1
日
に
「
小
中
学
校

P
T
A
役
員
」
の
皆
様
と
、

子
育
て
サ
ー
ク
ル
・
リ
ト
ル

ベ
ア
ー
ズ
」
の
皆
様
と
の
2

部
制
で
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
や
現
状
と
課
題
、
本

町
の
子
育
て
事
業
に
対
す
る

要
望
等
の
意
見
を
交
わ
し
ま

し
た
。

町民の皆様との

意見交換会

町民の皆様にさらに関心を持っていただくために

扶
桑
町
議
会
議
員
の

皆
様
が
来
庁

広
聴
広
報
常
任
委
員
会
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